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書まじめに

工 学 部で は ｢ 改 革推進 委 貞会 + が 中心 と なり ､

教育改善に つ い て 検討 して き た ｡ 平成 1 2 年度より

新入 学生 に対 して 履修 登錬科 目単位数 の 上 限 ､
い

わ ゆる C A P 制 を制定 し た ｡ また ､ 同時 に成 績評

価 に G P A も導入 し た ｡ G P A は世界標準と して

の 成績評価法で あり ､ 不可 の 科 目も 考慮す る こ と

が こ れまで の 工 学部 の 成績評価 法 と異な っ て い る ｡

C A P 制 は学則 で も記 述さ れて い る よう に ､ 科

目履 修 に おい て 授 業 時間 に 等 しい 予 習時間と復 習

時間が 授業以外 に 必要で ある こ とか ら決 め られ た ｡

C A P 制 は今年 度始 め て 実施 して お り ､
- C A P の

単位 数 を どの 程 度 に 設定 す る か はこ れま で 例 が 無

い ため 発 し い 問題で あらた ｡ 工 学部 で は ､
4 年生

へ の 進級基準や短縮卒 業 の 可能性 も考慮 して C A P

の 上限 を 2 2 単位 と し､ 厳選 され た科 目に お い て

宿 題や レポ ー ト を十分 に 課 す と とも に厳格な 成績

評価 と合わ せ る こ とで ､ 学生
■が 予 習

･ 復 習 を し っ

か り と行なう こ と を期待 したも の で ある ｡

本年度実施 した工 学 部の こ れ らの 改革を 中心 に ､

c A P 制 に 関す る学生 の ア ンケ
ー ト結 果 ( 回収数

4 67) も含 め て報告 す る ｡

エ 学部の C A P 制と G P A

平成 1 2 年度 の 工 学部 新入 生 の 学 生必 携 で は ､

工 学部 の C A P 制 と G P A の 成 績評 価 に 関 して 次

の よう に 定 めた ｡ C A P 制 で は 1 セ メ ス タ
ー ( 1

学 期) 当た り上限 を 2 2 単位 と した ｡ ま た 2 年次

以降で は成績に より 2 4 単位ま で履修可能 で あ る ｡

工 学部 の G P A は ､ 従来 の ｢ 単位数で 重み を つ け

た総 得点 評価 + と ､

｢ 稔 得 点 を修得 単 位数 で 割 っ

た 1 単位当た りの 平均 点 評価+ ( 現在 も行 な っ て

い る) に 加 え て ､ 次真 に 示 すよう に 定 め て い る ｡

C A P 制 と G P A に 関 す る平 成 1 2 年度 入学 生 向

けの 工 学部学 生必携の
一 部 を示す ｡

工 学 部 の C A P の 上限 は G P A と合 わせ て 運用 さ

れ て い
‾
る ｡ 例 えば ､ 1 年 の 2 期の 成績で 1 4 単位

以 上修 得 し ､ G P A が 2 . 6 ( 単位 当りの 平均 点 が

7 6 点 に相当) 以 上で あれ ば 2 年 生の 1 学期 で は

2 単位 余分 に履 修 可能 で あ る ｡ また ､ 工 学部 で 辻

G P A を 3 年 で の 短縮 卒業 の 規 準にも使 用 す る こ と

に して お り ､
3 年卒 業 時に 1 2 4 単位 以上 修得 し

且 つ G P A 3 . 7 以上 で 各専 門分野 の 最終 審査 に

合 格 した場合 に短縮卒業 可能 と して い る ｡

また ､ 工 学 部 で は こ れ らの 制 度の 実施 ととも に

平成 1 2 年度 よ り新 しい 履 修指 導と保 護者 に対 す

るサ ー ビ ス も 始 め て い る ｡ こ れ は各学 期 の 修得 単

位数 が 1 4 単位 以下 の 場合 に は学生 は履修 指導 を

受 けな けれ ばな らず ､ 1 4 単位 以下 が 連続 す れば

よ り厳 し い 指 導 を受 けな けれ ばな らな い こ と で あ

る ｡
さ ら に保 護 者 - は学 生 の 成 績表 と そ の コ メ ン

トが 学 期終 了 毎 に 送 られ る こ とで あ る ｡ こ れ に よ

っ て 保 護者は常 に 学 生の 成績を把握 で き る よ う に

な っ て お り ､ 学生 の 履修 指導 や生 活指 導 に役 立 つ

も の と期待 さ れて い る ｡

壬_窒選 鎚 臥ヒβ!生j こユ 吐三

( 1 2 年 度入 学生用学 生必 携 p .6 0 - 6 1 よ り抜粋)

1 履 修科 目 の登録 の 上限 に つ い て

( 1 ) 工 学 部 学生が 履修登録 で きる科目 の 単位数 の 上限

を
,
集 中 講義科目 や休業期 間中 に特別 に 開講す る科 目を

除 い て , 各 学 期 で 2 2 単位 とする ｡ た だ し
,
2 年 次 以降

で ( 3 ) 項 で 定 め る 成績評価 で ( 4 ) 項 の 基準以上 の 成
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績を修 めた学生 に は履修登録 で き' る 科 目 の 単位数 の 上限

を学期 で 2 4 単位とする ｡

( 2 ) 履 修 の 取消等 ( 略)

( 3 ) 学 生 が履修 登録 した各 学期 の 全 科目 に つ い て ,

5 点満 点 評価 の平均値( 以 下 ､
G P A : O m d e P oi n t A v e r a g e)

を 算 出 する ｡ ま た
,
入 学 して から履 修登録 した全科目 に

つ い て も 異境 G P A 値 を 算出する .

&

① 1 0 0 点 満 点 で 評 価 され た点 数 か ら 5 0 を 引 き

1 0 で 割 っ た値を各科目 の グ レ ー ド ･ ポイ ン ト( G P )

と し , こ の G P 値 が 負 の 場合 は 0 と す る ｡ 履 修 登録 し

た全科目 の単位数 で 重みを付 けた平均値 を G P A 億 と

する ( 計 算式 を下 に 示す) 0

② 履 修登録取消し に つ い て '
r

( 略)

得 点
-

5 0

1 0

G P

G P A =

( G P が 負 の 場合は

0 と する ｡)

( 各科 目 の 単位数 Ⅹ G P l の 稔 和

履修登録 した科 目 の単位数 の総和

( 4 ) 直 前 の 学 期 の 修得単位数が 1 4 単 位 以上 で G P A

億 が 2 ･ 6 以 上 の とき ,
.
2 年 次以 降 にお い て は ,

2 4 単

位 を上 限とし て 履修登録する こ とが で きる ( 下 記 の 表 を

参照) ｡

匿腰_萱虚 血 乱臣監

1 年 次 : 第 1 学 期 ,
第 2 学 期 とも 2 2 単位 ｡

2 年 次 - 4 年 次 : 集 1 学 期
,
第 2 学 期 とも

2 2 単位 ま たは 2 4 単位

( 上 記 ( 3 ) 及び ( 4 ) 項 の 基 準 に よる) ｡

2 修 得 単位数 の少 な い 学生 の 履修指導 に つ い て

( 1 ) 学 期 の 修得単位数 が 1 4 単位以 下 の とき ( 4 年 次

を除く) , 当 該 学生は学年担 当教 官か ら勉学意 欲 の 奮 起

等 の 注意及 び 履修指導 を受けなけれ ばなら ない ｡ 同様 に

保護者 へ も 勉学意欲 の奮起等 の注意を連絡 する ｡

( 2 ) 各 学 期 の 修得単位数 が連続 し て 2 回 とも 1 4 単 位

以 下 の と
､
き

,
学 年 担 当教 官より再度履 修指 導 を受け なけ

れ ばならな い ｡ ま た
, 当該学生 は保護者とも相 談し今後

の履修計画 を学年担当教官に報告 しなけれ ばならな い ｡

( 3 ) 各 学 期 の 修得単位数 が連続 し て 3 回 とも 1 4 単位

以 下 で ある ときは ,
保 護 者 とも相談 し て 当該学 生 に 進路

再考 ( 退 学勧告等) を含 めた履修指導 を行 なう ｡

C A P 制 に関する 工 学部 1 年生ア ンケ ー ト

1 月未に 工 学部 1 年生に 対 して 現行の C ･ A P 制

に つ い て ア ンケ
ー

ト調 査 ( A 4 ､ 1 枚 ､ 無記名 ､

回収数 46 7) を行 っ た｡ ア ン ケ ー トの 主 要項 目 は､

｢ 1 . C A P 制 で 良 い と思 う点 ､ 2 . C A P 制 で

良くない と∴患う点､ 3 . C A P 制 で 改善を望む点+

の 3 点 で ある ｡

学生が C A P 制 で 良 い と思う 点は ｢ 予 習や復習 ､

レ ポ ー ト作成 な どの 時間 が あ る こ と ｡ + と ｢ 空 き

時間 が 多く 自主的 に勉 強や 部活 動 ､
ア ル バ イ トが

で き た こ と ｡ + で あり ､ 3 4 % の 学 生 が こ れ らを

あげ て い た ｡ C A P 制 で 良く ない と思う 点 で は ､

6 6 % の 学生が ｢ 科 目を自由に 学 ぺ な か っ た こ と+

に 不満 を持 っ て い た ｡ ま た ､
2 7 % が ｢ 宿題 ･ レ

ポ ー ト が 多い が ､ 適切 な指導やア フ タ ー ケ ア が少

なか っ た こ と｡ + をあげて い た｡

ア ン ケ ー

ト結果 か ら ､ 約 8 0 % も の 学 生 が 2 2

単位 の C A P に 大き な不満 を持 っ て お り ､ 現行 の

教 育体制 の 大き な 問題 で あ る と思 われ る ｡ こ れは

工 学部 q) 1 年生 の カ リ キ ュ ラ ム で は 2 2 単位 の ほ

とん どが 必修 ､ あ る い は必修 に 近 い 科 目で あり科

目選択 の 自由が あ まり無 い こ と ､ 1 年生 に と っ て

教 養科 目 が主で あ り 2 2 単位 で はか な り暇 で 空き

があ る こ と ､ も っ と様 々 な分 野の 教 養科 目 を学び

た い こ と な どが
､. 自 由意 見か ら推察 さ れ る ｡ ア ン

ケ
ー

ト の 詳細 な検討は こ れか らで あ る が ､ こ の よ

う に 8 0 % も の 学生 が満足 して い な い 状 況 で は現

状 の 教育体 制 の ま まで は問題 が あり ､ C A P 制 で

の 教 育体 制を 早急 に 検討 し み 直 す必要 が あ る と考

える ｡
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C A P 制 ア ンケ
ー

ト結果 ( 数の 多いも の 等 を抜粋)

1 . C A P 制 で 良 い と 思う 点

予習や復習 ､ レ ポ ー ト作 成 な どの時 間があり､

役 に 立 っ た こ と ｡ 3 4 %

教 員 が レ ポ ー ト添 削など指導を し て くれた こ と ｡

4 %

空 き 時間が多く自主的 に ( 勉 強 ､ 部 活 動､ ア ル

バ イ ト) で き た ｡
3 9 %

定 期 試験 の 勉強時 間が十分 に あり ､ 役 立 つ こ と ｡

2 2 単 位 がち ょう ど良 い こ と ｡

2 . C A P 制 で 良 くな い と思う点

科目 を自 由 に学 べ なか っ た こ と

時間 が余 っ て も ､ や る こ と がな か っ た こ と ｡

宿 題 や レ ポ
ー トが 多 すぎた こと

2 9 %

1 3 %

6 6 %

1 6 %

1 2 %

宿 題 ･ レ ポ ー ト が多 い が ､ 適 切 な指導や ア フ タ ー

ケ ア が少な か っ た こ と｡

2 2 単位 が少なすぎる こ と ｡

3 . C A P 制 で 改 善を望む 点

上限 は 無 しか上げる べ きが良 い

2 2 単 位 がち ょう ど良 い

希望する C A P 単位数 に つ い て

上限なし

2 8 単 位

2 6 単位

2 4 単位

2 2 単位

宿題 ､
レ ポ ー ト の 皇 はち ょ う ど良 い

増や して 良 い

減ら して 良 い

宿題や レポ - ト の ア フ タ ー ケ ア は 十分

も っ と して 欲し い

自習 で きる教室等 の 確保 と空き教室 の 掲示 を

望む

望 まな い

2 7 %

5 7 %

8 3 %

7 %

2

1

2

5

2

2

7

7 %

2 %

5 %

8 %

2 %

7 %

7 %

6 %

1 %

1 %

6 7 %

2 3 %

エ 学部 の 教育改善に つ い て

工 学部 で は学 生の ア ン ケ
ー

ト結 果 を 受け て 学生

部 委 員会 を中心 に 現行 C A P 制 の 改 善を検討 して

い る ｡
一

つ に は ､ 現行 の 基 本 的な C A P の 2 2 単

位 な どに つ い て は変更 しな い が ､
G P A 値 と学生

の 希望 ､ そ し て 履 修指 導 に よ っ て 専 門分 野 以外の

教 養科 目 に つ い て もう 少 し履修 を認 め る こ とが で

き る よう に す る こ と で ある ｡ さら に 改 革推進 委貞

会 や 学生部 委 員会 な どで C A P 制 に ふ さ わ し い 具

体 的 な教 育体制 ･ 方 法 に つ い て よ り細 か く検討 し

て い く予定 で ある ｡

工 学 部 で は c A P 制 や G P A な ど新 し い シ ス テ ム

を率先 して取 入れ教育改善を目指 して い る ｡ ま た､

工 学 部で は各専 門分 野の 教育体 制 とそ の 分 野の 卒

業 生 の 資 質 を 問 う 日 本 技 術 者 教 育 認 定 機 構

( JA B E E) の 本 審査 も避 け て 通 れ な い ｡ 工 学 の 各

専 門分野 に 対 す る確 固 と し た基礎技術 と応 用力 を

養 い ､ 創 造 力と実行 力 を有 す る有 為 な人材の 育成

に 向 けて ､ 教 育体制 の 改 善 を今後 も行 な っ て い か

な けれ ばならな い と考 える ｡
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